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1.1 演習概要

TTV演習は、タスクの状態遷移や実行順序を理解するための演習です。
ここで使用する教育用ツール TTV（タスク・トレース・ビュー）はリアルタイム OS を搭載したシステムに

おけるソフトウェアの動きをシミュレートするもので、マウス操作でタスクの状態を変更できるようになって
います。TTV上のボタン操作は、プログラム上でサービスコールを発行することに相当します。
演習では、このTTVを使用してサービスコールを発行したとき（TTV上でボタン操作をしたとき）、タスクの

状態や実行順序はどう変化するのかを確認していただきます。まず、演習問題に書かれている順序でボタン操
作をした場合、プログラムの動きがどう変化するかを予測して、ランニングチャートに図示してください。次
にTTV上で実際にボタン操作をして予測が正しかったかどうか、確認してください（TTVの詳細についてはヘ
ルプを参照してください）。なお、ランニングチャートはTTVの初期表示に合わせてIDLEから書き始めてくだ
さい。また、リアルタイムOSの処理は１目盛分としてください。

図1.1 　TTV(タスク・トレース・ビュー )画面

各タスクの状態表示

タスク状態を遷移させるためのボタン

<<HISTORY>>で表示されるコード

タスクの状態を示すシンボル
実行結果の履歴表示

優先度を変更する際の「優先度変更画面」
を表示するボタン

画面をリセットするボタン画面をリセットするボタン

タスクの表示を停止するボタン
クリックと同時に再開ボタンに切り替わる
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すべてのタスクの状態はDORMANTから始まるものとし、ランニングチャートはIDLEがボタン操作を待つとこ
ろから書き始めるものとします。なお、タスクの状態を示す R(READY),W(WAITING),D(DORMANT) の印は省略し
てもかまいません。RUNNINGを示す実線が書けていることが重要です。ランニングチャートの書き方例を以下
に示します。

図1.2 ランニングチャートの書き方例

TTV上でボタン操作をすることにより、タスクの状態は以下のように遷移します。

図1.3 　TTVのボタン操作とタスクの状態遷移

表1.1 TTVの各ボタンの機能

START タスクをスタートさせる(タスクをDORMANTからREADYにする)

WAIT タスクを待ち状態にする(タスクをRUNNINGからWAITINGにする)

WAKE UP タスクの待ち状態を解除する(タスクをWAITINGからREADYにする)

EXIT タスクを終了させる(タスクをRUNNINGからDORMANTにする)

ID PRI TASK

R ：READYを示す W：WAITINGを示す D：DORMANTを示す【タスクの状態】

RTOS

1 1 T1

IDLE

T1 START T1 WAIT T1 WAKE UP T1 EXIT T1 START

D

リアルタイムOSの処理は
1目盛分で記入

2 2 T2

3 3 T3

D

D

R

RUNNING

DORMANT

READY

WAITING

RTOSによって選ばれる

RTOSによって中断される

WAITWAKE UP

START EXIT
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1.2 演習問題

演習1 タスクの状態遷移を理解する演習

(a) 1 つのタスクについて、ランニングチャートに書かれた操作をしたときのタスクの動作を予測し、　図
示してください。

(b) 予測が正しいかどうか、TTVで確認してください。

◆ランニングチャート

◆TTV操作

ID PRI TASK

R ：READYを示す W：WAITINGを示す D：DORMANTを示す【タスクの状態】

RTOS

1 1 T1

IDLE

T1 START T1 WAIT T1 WAKE UP T1 EXIT T1 START

D

2 2 T2

3 3 T3

D

D

順番 操作内容 TTVボタン操作

[1] T1をスタートさせる [T1 START]

[2] T1を待ち状態にする [T1 WAIT]

[3] T1の待ち状態を解除する [T1 WAKE UP]

[4] T1を終了させる [T1 EXIT]

[5] T1を再スタートさせる [T1 START]

[6] 表示を一時停止する [ || ]

DORMANT

READY

WAITING

RTOSによって選ばれる

RTOSによって中断される

WAITWAKE UP

START EXIT

[1] [4][2][3]

[5]

RUNNING
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演習2 FCFS方式を理解する演習

(a) 優先度が同じ3つのタスクについて、ランニングチャートに書かれた操作をしたときのタスクの動作を
予測し、図示してください。

(b) 予測が正しいかどうか、TTVで確認してください。

◆ランニングチャート

◆TTV操作

ID PRI TASK

R ：READYを示す W：WAITINGを示す D：DORMANTを示す【タスクの状態】

RTOS

1 1 T1

IDLE

D

2 1 T2

3 1 T3

D

D

T1 START T2 START T3 START T1 WAIT T2 WAIT T1 WAKE UP

順番 操作内容 TTVボタン操作

[1] タスクに優先度をつける [優先度]→[優先度&FCFS方式]→[1][1][1]→[決定]

[2] T1をスタートさせる [T1 START]

[3] T2をスタートさせる [T2 START]

[4] T3をスタートさせる [T3 START]

[5] T1を待ち状態にする [T1 WAIT]

[6] T2を待ち状態にする [T2 WAIT]

[7] T1の待ち状態を解除する [T1 WAKE UP]

[8] 表示を一時停止する [ || ]

[6]

[5][7]

[4]
[3]
[2]

DORMANT

READY

WAITING

RTOSによって選ばれる

RTOSによって中断される

WAITWAKE UP

START EXIT

RUNNING
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演習3 優先度方式を理解する演習

(a) 優先度が異なる3つのタスクについて、ランニングチャートに書かれた操作をしたときのタスクの動作
を予測し、図示してください。

(b) 予測が正しいかどうか、TTVで確認してください。

◆ランニングチャート

◆TTV操作

ID PRI TASK

R ：READYを示す W：WAITINGを示す D：DORMANTを示す【タスクの状態】

RTOS

1 1 T1

IDLE

D

2 2 T2

3 3 T3

D

D

T3 START T1 START T2 START T1 WAIT T2 WAIT T1 WAKE UP

順番 操作内容 TTVボタン操作

[1] タスクに優先度をつける [優先度]→[優先度&FCFS方式]→[1][2][3]→[決定]

[2] T3をスタートさせる [T3 START]

[3] T1をスタートさせる [T1 START]

[4] T2をスタートさせる [T2 START]

[5] T1を待ち状態にする [T1 WAIT]

[6] T2を待ち状態にする [T2 WAIT]

RUNNING

DORMANT

READY

WAITING

RTOSによって選ばれる

RTOSによって中断される

WAITWAKE UP

START EXIT

[7] T1の待ち状態を解除する [T1 WAKE UP]

[8] 表示を一時停止する [ || ]

[5][7][2]
[3]
[4]

[6]
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演習4 優先度ベーススケジューリング方式を理解する演習

(a) 2つが同じ優先度、1つが異なる優先度の3つのタスクについて、ランニングチャートに書かれた操作
をしたときのタスクの動作を予測し、図示してください。

(b) 予測が正しいかどうか、TTVで確認してください。

◆ランニングチャート

◆TTV操作

ID PRI TASK

R ：READYを示す W：WAITINGを示す D：DORMANTを示す【タスクの状態】

RTOS

1 1 T1

IDLE

D

2 1 T2

3 2 T3

D

D

T3 START T1 START T2 START T1 WAIT T1 WAKE UP

順番 操作内容 TTVボタン操作

[1] タスクに優先度をつける [優先度]→[優先度&FCFS方式]→[1][1][2]→[決定]

[2] T3をスタートさせる [T3 START]

[3] T1をスタートさせる [T1 START]

[4] T2をスタートさせる [T2 START]

[5] T1を待ち状態にする [T1 WAIT]

[6] T1の待ち状態を解除する [T1 WAKE UP]

[7] 表示を一時停止する [ || ]

[6][2]
[3]
[4]

[5]

DORMANT

READY

WAITING

RTOSによって選ばれる

RTOSによって中断される

WAITWAKE UP

START EXIT

RUNNING
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